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編集後記

　『武蔵野大学教養教育リサーチセンター紀要　�e Basis』第４号をお届けいたします。本
号では、長年、本学の発展にご尽力され、2014年 3月をもって定年を迎えられる山崎龍明
先生と高橋審也先生のご退職を記念して「仏教と仏教教育―山崎龍明先生・高橋審也先生退
職記念―」という特集企画を組みました。お二人からは、仏教的な視座から、教育、社会の
過去、そして未来を厳しく問う論考をいただきました。お二人の「熱い」メッセージにいか
に応答していくか。これは残された者の取り組むべき大きな課題でしょう。山崎先生、高橋
先生、そして巻頭メッセージをお寄せいただいた久富先生、ありがとうございました。
　さて、本号では、特集に加えて、投稿論文 13本、近刊紹介 3本と、例年にも増して多数
の力作をお寄せいただきました。今回も、本紀要の特徴となりつつある、多様性に富んだ諸
論考を集めることができました。ご投稿くださいました先生方、ありがとうございました。
　最後に教養教育リサーチセンターの志村清美様には編集事務作業の各段階で多大なご協力
をいただきましたことを感謝いたします。もはや編集委員会のメンバー同然にご尽力いただ
きましたので、感謝だけでなく、責任の一端もお送りしたい気持ちもいたします。（とはいえ、
もちろん最終的な責任は編集委員の三名にあります。）　　　　　　　　　（紀要編集委員会）
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